
質
問
一

鶴
ヶ
島
市
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
つ
い
て
。

二

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

三

高
齢
者
・
障
害
者
に
や
さ
し
い
公

園
に
つ
い
て
。

四

市
民
の
森
の
現
状
と
有
効
活
用
は
。

五

避
難
場
所
と
し
て
の
公
園
は
。

六

今
後
の
公
園
・
市
民
の
森
の
取
組

に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

維
持
管
理
費
用
の

縮
減
や
平
準
化
を
目
指
し
、
平
成
２６
年

度
に
策
定
し
た
。
施
設
ご
と
に
、
補
修
、

撤
去
及
び
更
新
の
必
要
性
に
関
す
る
専

門
技
術
者
に
よ
る
総
合
的
な
評
価
と
健

全
度
の
判
定
を
行
っ
た
。

二

清
掃
、
除
草
等
は
、
法
人
へ
の
委

託
と
市
職
員
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

市
職
員
及
び
専
門
業
者
に
よ
る
点
検
も

定
期
的
に
行
い
、
危
険
性
、
緊
急
性
の

高
い
も
の
か
ら
修
繕
し
て
い
る
。

三

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
公
園
機

能
の
向
上
に
努
め
る
。

四

７
か
所
あ
り
、
子
ど
も
の
遊
び
場

や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
自
然
観
察
や
環
境
教
育

研
修
等
も
行
わ
れ
て
い
る
。

五

避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
公
園
は
、
３
か
所
の
近
隣
公
園
で
あ

り
、
他
の
都
市
公
園
等
は
、
地
区
避
難

場
所
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

六

計
画
的
な
公
園
の
維
持
管
理
と
施

設
更
新
を
行
い
、
市
民
の
森
に
つ
い
て

も
、
更
な
る
有
効
活
用
を
検
討
し
た
い
。

質
問
一

都
市
計
画
道
路
「
鶴
ヶ
島
日

高
線
」
の
重
要
度
合
い
の
認
識
は
。

二

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

三

接
続
市
で
あ
る
日
高
市
と
の
協
議

の
状
況
は
。

四

延
伸
実
施
計
画
と
財
政
的
負
担
は
。

五

完
成
（
接
続
）
の
時
期
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

鶴
ヶ
島
日
高
線
は
、

圏
央
鶴
ヶ
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
周

辺
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た

め
に
計
画
さ
れ
た
道
路
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
い
わ
ゆ
る
鉄
砲
道
の
交
通
量
の
緩

和
や
町
屋
地
区
の
排
水
の
改
善
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
大
変
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

二

計
画
延
長
３
４
０
０
㍍
の
う
ち
、

９
８
２
㍍
は
整
備
さ
れ
て
お
り
、
整
備

率
は
２８
・
９
㌫
で
あ
る
。

三

都
市
計
画
決
定
の
際
に
行
政
界
の

接
点
協
議
を
行
っ
た
以
降
、
特
に
協
議

は
行
っ
て
い
な
い
。

四

現
在
、
埼
玉
県
農
業
大
学
校
跡
地

周
辺
の
都
市
計
画
道
路
２
路
線
の
整
備

を
重
点
的
に
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
２

つ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
と
一
本
松
の

地
区
整
備
計
画
区
域
に
お
け
る
生
活
基

盤
整
備
も
平
成
３１
年
度
末
の
完
了
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、

農
業
大
学
校
跡
地
周
辺
の
都
市
計
画
道

路
の
整
備
が
終
了
し
た
後
、
財
政
状
況

を
踏
ま
え
て
整
備
に
向
け
た
課
題
を
整

理
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

五

現
時
点
に
お
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

鶴ヶ島日高線予定地

公
園
の
整
備
と
緑
化
の

推
進
に
つ
い
て

小
川

茂
議
員

機
能
の
向
上
に
努
め
、
計
画
的
な

維
持
管
理
と
施
設
更
新
を
行
う

課題を整理して事業を推進する

杉田 恭之 議員

いつ通じるのか
「鶴ヶ島日高線」

近隣公園
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